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2.6 奈良会場 

2.6.1 スポーツ歯科の視点から体育・スポーツ活動での事故を防ぐために 

 

（１）障害・死亡見舞金・供花料・歯牙欠損見舞金の状況（令和 5 年度） 

〇学校等の管理下における歯牙欠損見舞金の発生件数（令和 5 年度） 

・歯の外傷を受けたスポーツ種類は、中学校ではバスケットボール、サッカー等が多くなっている。 

・歯の外傷は前歯に集中している（咀嚼、発音、審美等に影響）。 

 

     図表 歯の外傷を受けたスポーツの種類（中学校） 

   

 

（２）歯・口のけがの防止のための管理と指導 

①小学生の歯・口のけがの特徴 

・転倒による事故が一番多く、次いで物に衝突、人に衝突が多い。 

・歯牙破折や亜脱臼が多い。 

・事故は休憩時間中に起こりやすい。 

 

②中学生の歯・口のけがの特徴 

・一番多い歯・口のけがは歯牙破折で、脱臼のほぼ 3.5 倍である。 

パネリストによる講演 

「スポーツ歯科の視点から体育・スポーツ活動での事故を防ぐために」 

 

 安井 利一    
    

日本スポーツ歯科医学会・理事長 
歯科医師、スポーツ歯科  

 

（略歴） 

日本スポーツ歯科医学会理事長、明海大学学長等を歴任し、現在、明海大学理事、日本歯科大学客員教授

（スポーツ歯科）。 

 



 

144 
 

２ パネリストによる講演  奈良会場 

・歯髄炎が増える。（小学生の 4.5 倍） 

 

③高校生の歯・口のけがの特徴 

・脱臼よりも歯牙破折が多い。 

・日常生活よりも運動中のけがが多い。 

（球技系種目による歯の破折事故が多く、野球、バスケットボール、サッカー、バレーボールによる事 

故が多い。） 

 

（３）顎顔面口腔領域でのスポーツ外傷を予防するためのサポート 

①考え方 

・顎顔面口腔領域の外傷の予防及び対応は、歯科医師の積極的な対応が望まれる領域である。 

・学齢期の口腔外傷は長期間にわたり問題となることもあるので、十分な注意と配慮が必要である。 

・口腔外傷の予防においては主体管理と環境管理の両面から考える必要があり、主体管理ではマウ 

スガードの使用が推奨される。 

・我が国でマウスガードの普及が進まないのは、安全教育が十分に実施されていないからである。 

 

②予防方法 

●ルールの理解及びフェアプレーの精神の育成 

スポーツ安全の最初はルールを理解し、身につけることが重要。 

●技術の習得 

正しい技術と危険な行為を理解し、普段の練習で徹底的に身につけておくことが必要。 

●施設設備ならびに用具の管理 

事前の整備と、終了した際の掃除と危険な個所の点検が重要である。 

●予見学習 

どのような状況下で外傷が発生しているかを、事例学習することが予見性向上に有効となる。 

●安全具の使用 

歯・口腔の外傷予防にはマウスガードが有効となる。 

 

③適切な安全具と効果（マウスガードの利用） 

歯・口腔の外傷予防にはマウスガードが有効である。特にカスタムタイプマウスガードの有効性が高い。 

 

（４）応急手当 

①基本的考え 

歯・口のけがの応急手当で重要なことは、『抜けたり折れたりした歯を乾燥させず、いかに早く元に戻す

か』である。（特に、抜けてしまった場合には歯根にはさわらないように注意し、可能な限り 30 分以内に、再

植処置できるようにしたいが、「歯の保存液」に浸すと長時間保存可能。なければ牛乳で代用。） 

 

②応急手当のポイント 

・抜けたり、破折したりした時は、その歯を捜して乾燥させないように「歯の保存液」に浸す。 

・口をぬるま湯で軽くすすぎ、汚れや血を流す。 

・（歯の保存液につけた歯）を持って歯科・口腔外科あるいは近隣の歯科医院で受診する。 
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（５）発表資料 
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2.6.2 スポーツ指導におけるリスクマネジメント 

 

（１）事故が減らない理由 

・きちんとした原因究明がされていない。 

・そのために、適切な再発防止策が立てられない。 

 

（２）事故の発生要因 

①指導上の過失 

・指導者の不注意、ミス。 

②加害行為者の過失 

・加害行為者の不注意、ミス。 

③施設、設備の不備 

・施設や設備自体に原因。 

④自己過失 

・本人自身に原因。 

⑤不可避的なもの 

・内在的な危険。 

 

（３）指導者（教師等）の法的責任 

①民事責任（損害賠償） 

・不法行為（過失 

・債務不履行（契約違反） 

・土地工作物責任（民間施設設備の不備） 

・国家賠償責任（国・地方自治体、過失、公共施設） 

 

②刑事責任 

・セクハラ →強制わいせつい他 

・熱中症死亡事故    →業務上過失致死傷 

・しごき・体罰       →暴行、傷害、業務上過失致死傷 

・その他 

 

パネリストによる講演 

「スポーツ指導におけるリスクマネジメント」 

 

 森 浩寿    
    
    大東文化大学 

スポーツ・健康科学部スポーツ科学科教授  
 

 （略歴） 
スポーツ・健康科学部スポーツ科学科教授。同大学地域連携センター所長。スポーツ法学、スポーツ

指導のリスクマネジメントなどの授業を担当。日本スポーツ法学会理事ほか。 

 

 

責任追及の対象 

指導上の過失に比べて、圧

倒的に低いが、指導者の責

任の範疇となる。 
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（４）指導者（教師等）の具体的注意義務 

①危険予見可能性（あなたなら、事故の発生を予見できたか） 

危険予見義務 

 

②危険（結果）回避可能性（予見できた危険を回避すべく、対策を講じたか（適切だったか） 

危険（結果）回避義務 

 

③事故判決の例 

【高校サッカー部落雷事故判決から】 

〇予見可能性について 

・教育活動の一環として行われる学校の課外活動においては、生徒は担当教諭の指導監督に従って行

動するのであるから、担当教諭は、できる限り生徒の安全にかかわる事故の危険性を具体的に予見し、そ

の予見に基づいて当該事故の発生を未然に防止する措置を執り、クラブ活動中の生徒を保護すべき注意

義務を負う。 

・本件試合の開始直前のころには、運動広場の南西方向の上空には黒く固まった暗雲が立ち込め、雷

鳴が聞こえ、雲の間で放電が起きるのが目撃されていた。 

・同校サッカー部の引率者兼監督であった教諭としては、落雷事故発生の危険が迫っていることを具体

的に予見することが可能であった。 

 

〇結果（危険）回避可能性について 

・サッカー場の外周には、防球ネットを設置するための高さ 8m のコンクリート製柱が東側 22 本、北側 12

本、西側 16 本、計 50 本存在した。 

・各コンクリート製柱を中心とした半径８ｍの円内で、かつ柱から２ｍ程度以上離れた部分が避雷のため

の保護範囲となり、この範囲内にとどまる限り、落雷の直撃に遭う危険性はかなりの程度軽減されることが明

らか。 

・引率顧問教諭としては、少なくとも当面同校の生徒らを上記保護範囲に避難させ、他校の監督らととも

に、会場担当者らに対し、落雷の危険が去るまで同試合の開始を延期することを申し入れて協議をするな

どしていれば、本件落雷事故を回避できた。 

 

（５）指導上の注意義務 

①事前（指導前）の注意義務 

・直前だけではない。長期・短期含む。やることは多い。 

②指導中の注意義務 

・立ち会うことは原則。 

③事故時の注意義務 

・救急救命対応。事前に正しい知識と技術が必要。 

④事後（指導後・事故後）の注意義務 

・事故が起ころうとなかろうと、指導の振り返りを行う。 

・事故が発生した時は、なぜ起きたのかを振り返る。 
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（６）発表資料 
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２ パネリストによる講演  奈良会場 

 

2.6.3 学校体育、部活動における事故の事例とその予防 

 

（１）令和６年度の奈良県における災害発生状況について 

①発生状況 

・令和６年度の高等学校の負傷・疾病の発生状況：３,１３５件。 

内疾病発生件数は 299 件 

 

②発生場面 

・各教科では体育（保健体育）での事故が多い。 

・課外指導では体育的部活動での事故が多い。 

 

③負傷の種別 

・体育（保健体育）、課外活動（体育的活動）では、骨折挫傷・打撲が多く、次いで骨折、捻挫、挫傷・打

撲となっている。 

 

（２）熱中症対策授業の実践事例 

・体育の授業中、体育館で８段の跳び箱から前方倒立回転跳びをして着地した際、脚を伸ばした状態で

勢いよくマットにつき、両膝を痛めた。入院して治療を受けたが、右足大腿骨外顆不全骨折、左脛骨近位

端不全骨折により、両下肢のまひが残った。（小６・男） 

・体育の授業中、運動場でソフトボールをしていた。キャッチャーをしていた際、打者の生徒が空振りした

金属バットが手を離れ、本生徒の顔を直撃して前歯を負傷した。受診し治療を受けたが、前歯を欠損及び

破折し歯科補綴を加えた。（中１・男） 

・体育の授業中、体育館でバスケットボールの試合を行っていた。ディフェンスをかわしてシュートしようと

した際、ディフェンスの生徒とぶつかり転倒し、右手を床について痛めた。受診し手術を受けたが、右橈骨

遠位端骨折により、右手関節の機能が低下した。（高３・男） 

・野球部の練習試合中、運動場でファウルフライを追いかけて背走していたところ、運動場とスタンドをつ

なぐ階段の手前でつまづいた。その際、階段の手すりで顔を強打し前歯を破折及び欠損したため、歯科補

綴を加えた。（中３・男） 

・陸上競技の活動中、運動場で投てきの練習をしていた際、他の生徒の練習場所に砲丸が転がり、拾お

うとしたところ、他の生徒が投げた砲丸が本生徒の左第２指に当たり負傷した。医療機関で手術を受けた

パネリストによる講演 

「学校体育、部活動における事故の事例とその予防」 

 

 井内 洋    
    

奈良県教育委員会事務局、体育健康課 
学校体育係  

 

（略歴） 

奈良県の学校体育に関する研修会の運営や実践発表者への指導助言、奈良県高等学校体育連盟と連携

し、運動部活動の安全な実施及び活動に従事。。 
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が、左示指基節骨折開放骨折により、左指、左前腕及び左手甲に線状痕が残り、左第２指の機能が低下し

た。（中２・男） 

・ソフトボール部の練習中、運動場で守備練習をしていた際、打球が顔を直撃して前歯を負傷し、歯科

補綴を加えた。（高２・女） 

 

（３）事故防止について 

①環境を整えること 

・危険箇所がないかの安全点検、危険な行動の理解等。 

 

②集団を整えること 

・災害が起こったときの対処について確認。 

 

③関係職員の連携 

・日常的な情報共有、対処マニュアルの確認。  

 

④三段階の危機管理 

〇事前の危機管理 

安全な環境を整備し、事件・事故災害の発生を未然に防ぐ。 

 

〇発生時の危機管理 

事件・事故災害の発生時に適切かつ迅速に対処し、被害を最小限に抑える。 

 

〇事後の危機管理 

危機が一旦収まった後、心のケアや授業再開など通常の生活の再開を図るとともに再発防止を図る。 
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（４）発表資料 
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